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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、大学生競技者における謙虚さの構造を改めて明らかにしつつ、
Humilityが謙虚さに相当する概念として、妥当であるのか検討することを目的とした。大学生競技者と指導者を
対象とした研究の結果、競技者において謙虚さは求められる場面とそうでない場面が存在することが示された。
また、日本とアメリカ人の大学生を対象とした研究の結果、文化差が存在し、Humilityを謙虚さの指標とするこ
とは難しいことが明らかとなった。今後は、Humilityと謙虚さの違いを明確にし、競技者に求められる謙虚さを
測定する尺度の開発や謙虚さが陰の側面の解決や成熟にどのように関連するのか検討する必要がある。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project was to clarify the structure of “Kenkyo” among
 university student-athletes, and to determine whether humility, which has been studied overseas, is
 a valid concept for Kenkyo. The results of a qualitative analysis of university student-athletes 
and coaches indicated that Kenkyo is required in some situations and not in others. In addition, 
analysis of a quantitative survey of Japanese and American university students revealed that it is 
difficult to use humility as an indicator of Kenkyo because of the existence of cultural 
differences. In the future, it is necessary to further clarify the difference between humility and 
Kenyo, and again, to develop a scale to measure the Kenkyo required of athletes and to examine how 
Kenkyo is related to the resolution of the negative aspects and the improvement of maturity in 
athletes.

研究分野：スポーツ心理学

キーワード： 謙虚さ　Humility　文化差

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
競技スポーツには、挫折によるメンタルヘルスの悪化、アルコール依存や薬物乱用の問題、賭博や暴力事件のよ
うな陰の側面が存在する。しかしながら、陰の側面を解決する抜本的な方策は示されていない。本研究課題は、
陰の側面を解決し、成熟に寄与する謙虚さに注目し、その構造を明らかにしつつ、Humilityとの相違を明らかに
した。分析の結果、Humilityではなく日本独自の謙虚さを考える必要性が示されたことは、今後、競技者に対し
てどのようにアプローチしていく必要があるか、新たな視点を提供することにつながるため、大きな社会的意義
を有すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2021年に東京オリンピック・パラリンピックが開催された。今後 2024年に開催されるパリオ
リンピック・パラリンピックに向けて、記録向上や勝利を主な目的として行われる競技スポーツ
への注目がこれまで以上に集まることが予想される。先行研究では、競技スポーツに取り組む者
（競技者）の方がそうでない者に比べ、生きがいをより形成しやすいことや自尊心が高いことが
報告されている（Armstrong & Oomen-Early, 2009; Molasso, 2006）。しかし、競技スポーツには陰
の側面も存在する。例えば、怪我やスランプのような挫折によるメンタルヘルスの悪化、アルコ
ール依存や薬物乱用の問題、近年大きく取り上げられた賭博や暴力事件のような犯罪が指摘さ
れている（Murphy, 1995）。このように競技スポーツの陰の側面は様々な社会問題を引き起こす
要因となっている。そして先行研究では、これらの問題に対してストレスマネジメントや、唾液
中に分泌されるストレスホルモンや免疫応答物質などの生理指標を用いたモニタリングが行わ
れてきた。しかしながら、陰の側面を解決する抜本的な方策は示されていない。 
競技スポーツにおける陰の側面の抜本的な解決には、何が求められるだろうか。先行研究では、
全国大会に出場した競技者を対象とした自由記述による調査から、謙虚さの大切さに気付くこ
とや謙虚さによる他者への尊重が挫折からの立ち直り、さらには個人の人生観を含めた成熟性
の指標である Sense of Coherence（SOC）（Antonovsky, 1987；浅野他, 2011）や競技レベルの向上
につながることを見出した（遠藤他，2013；和他，2011）。また先行研究では、競技者対象では
ないものの、謙虚さと非行や犯罪傾向との間に負の相関があることも報告されている（de Vries 
& van Gelder, 2015）。加えて、遠藤他（2015）は、競技者の謙虚さについて調査を行い、謙虚さ
を測定する尺度を開発した。以上のように、謙虚さには競技スポーツにおける陰の側面の解決、
さらには個人の成熟性を高める重要な要素である示唆が得られ、測定する尺度も開発されてい
る。 
競技者において、謙虚さは重要な役割を果たす可能性がある。しかし、これまでの成果と先行
研究にはいくつかの課題が存在する。まず、謙虚さの測定においては、Davis（2010）が指摘し
ているように他者の視点による評価も考慮に入れる必要がある。また、これまでの成果は質的に
検討されているため、定量的なモデルを構築し、現場に落とし込む必要がある。加えて、本研究
課題で対象とする大学生競技者は、入学に際して、孤独を感じやすく、大学の代表として競技成
績を周囲から期待されると同時に学業への努力も求められる複雑な環境におり、競技スポーツ
における陰の側面を抱えやすい（堀・佐々木，2005）。実際、過去 10年において、大学生競技者
による犯罪は 30件以上であり、看過できない問題である。しかし、彼らの陰の側面を解決する
方策が実践されていないのが現状である。 
 
２．研究の目的 
 上記の理論的背景や成果を踏まえ、本研究課題では大学生競技者における謙虚さの構造を改
めて明らかにした上で、謙虚さが陰の側面の低減や個人の成熟にどのようにつながるのか、主観
的・客観的指標を用いて実証を試みる。そして、これまで以上に我が国のスポーツ振興に貢献す
ることを目標とする。しかしながら、実証を行うにあたっては、課題が存在する。海外では謙虚
さに相当する概念として、Humility が存在する。Humility を測定する尺度も作成されているが、
日本語に翻訳されたものは存在しない。そのため、両者の概念的な違いは明らかにされていない。
そのため、謙虚さに相当する概念として、Humilityが妥当であるのか検討する必要がある。 
 
３．研究の方法 
本研究課題では、上記の目的に対応する 2件の研究を行った。 
（1）研究 1．インタビュー調査と自由記述調査 
研究 1は、他者の視点も含め、大学生競技者における謙虚さの構造を明らかにするために実施
された。全国大会以上の大会へ出場した経験をもつ大学生男性競技者 2 名と指導者 2 名を対象
にインタビュー調査を実施した。また、大学生競技者 50名を対象とした自由記述調査を実施し
た。調査の内容は以下のとおりであった。①（謙虚な競技者の）自分に対する考え方（自分自身
のことをどう思っているか）。②（謙虚な競技者の）他者や周囲に対する考え方（他者や周囲の
ことをどう思っているか）。③（謙虚な競技者の）物事に対する考え方、対処の仕方。④競技者
に謙虚さは必要であると考えるか、不要であると考えるか。回答の内容は質的に分析した。なお、
研究 1は申請者の所属機関の倫理委員会による承認を得て実施された。 
 
（2）研究 2．日本人大学生とアメリカ人大学生を対象とした調査 
研究 2は、謙虚さに相当する概念として、Humilityが妥当であるのか整理するために実施され
た。Web調査会社（株式会社クロス・マーケティング）に調査の実施を委託し、日本人大学生 600
名（日本人サンプル）、アメリカ人大学生 600名（アメリカ人サンプル）に回答を依頼した。調
査の内容は、以下に示すとおりのものであった。なお、研究 2は申請者の所属機関の倫理委員会
による承認を得て実施された。 



 
･ Relational Humility Scale（RHS）：Humilityの程度を測定するため、多くの研究で使用されてい
る Davis et al.（2011）により作成された尺度を利用した。この尺度は、Global Humility、Superiority、
Accurate View of Selfの 3因子で構成されている。 
※原著者より翻訳許可を得たうえ、Back translationしたものを原著者本人が確認し、問題がな
いことを確認した。 
･ The Positive and Negative Affect Schedule (PANAS)：ポジティブ感情とネガティブ感情の程度を
測定 
･ WHO-Five Well-Being Index（WHO-5）：well-being（生活満足度）の程度を測定 
･ Kessler 10 (K10)：メンタルヘルス（抑うつ、不安）の程度を測定 
･ Rosenberg Self-Esteem Scale（RSE）：自尊感情の程度を測定 
 
４．研究成果 
（1）研究 1で得られた成果 
 インタビュー調査を質的に分析した結果、謙虚さを備えることが日常的なトレーニングを経
た他者との信頼関係を結ぶことにつながり、挫折などの陰の側面からの立ち直りやそこからの
心理的成熟において有効であることが示唆された。また、競技中のパフォーマンス発揮という面
においては、謙虚さを備えることがネガティブに作用することが示唆され、競技者のなかで日常
と競技場面を切り替えることが重要であると考えられた。加えて、競技特性の影響も示唆された
ため、今後の検討において考慮する必要性が示された。 
自由記述調査を質的に分析した結果、謙虚な競技者は素直であること、日々のトレーニングへ
の集中や対人関係を円滑にすること、挫折などの陰の側面からポジティブな側面を見出し、心理
的な成長につなげていることが示唆された。しかしながら、過度な謙虚さは日常生活のストレス
の増大、パフォーマンスの低下につながることも示唆された。加えて、競技者のこれまでの経験
や競技者としての成功をどのように捉えているのかにより、謙虚さの捉え方が異なり、それによ
り謙虚さが競技者に必要であるのか否か、異なることが示唆された。 
 
（2）研究 2で得られた成果 
 日本人サンプルとアメリカ人サンプルの回答データを用いて、3因子を想定した確認的因子分
析を実施した。分析の結果、日本人サンプルは、χ2 (101, n = 600) = 729.02, p <.001, CFI = .83, SRMR 
= .09, RMSEA = .10であり、許容できない適合度であった。また、Superiorityの 3項目は因子負
荷量が低かった（.32-.35）。アメリカ人サンプルは、χ2 (101, n = 600) = 399.02, p <.001, CFI = .95, 
SRMR = .04, RMSEA = .07であり、許容できる適合度であった。信頼性係数である Cronbach’s α
係数と ω係数を算出した結果、日本人サンプルは、Global Humilityが α = .87, ω = .87、Superiority
が α = .76, ω = .74、Accurate View of Selfが α = .82, ω = .82であり、許容できる数値であった。ア
メリカン人サンプルは、Global Humilityが α = .91, ω = .917、Superiorityが α = .89, ω = .89、Accurate 
View of Selfが α = .88, ω = .89であり、こちらも許容できる数値であった。なお、日本人サンプ
ルにおいて因子負荷量が低い項目がみられたが、アメリカ人サンプルと厳密に比較するため、こ
れらの項目もその後の分析に用いた。 
 他の指標との関連性について、Pearsonの積率相関係数を算出した結果、表 1に示した結果が
得られた。日本人サンプルでは Global Humility と PANAS のポジティブ感情、WHO-5、それに
RSEに有意な負の相関関係がみられたが、アメリカ人サンプルでは、有意な正の相関関係がみら
れた。また、日本人サンプルは SuperiorityとWHO-5に有意な負の相関関係がみられたが、アメ
リカ人サンプルは有意な正の相関関係がみられた。加えて、日本人サンプルは Accurate View of 
Selfと K-10に有意な負の相関がみられたが、アメリカ人サンプルは有意な関連がみられなかっ
た。日本人サンプルとアメリカ人サンプルの Global Humilityと PANASのポジティブ感情、WHO-
5、それに RSEの相関係数には、有意差もみられた（Z = -8.50, -10.14, -10.29）。同様に、Superiority
とWHO-5、Accurate View of Selfと K-10の相関係数にも有意差がみられた（Z = 4.53, -2.96）。 
確認的因子分析の結果をみると、日本人サンプルの結果は 3 因子構造であることは許容でき
るものの、適合度が低かった。したがって、日本人において、3因子により Humilityの概念が成
立するとはいいきれないことが示唆された。また、他の指標との相関関係から Humility の捉え
方が、日本とアメリカで異なることが示唆された。この理由として、文化差の影響が考えられる。
日本を含めた東アジア文化では自己が他者と重なりあって認識されている（相互協調的自己観）
のに対して、西欧文化では自己と他者が独立した存在として認識されている（相互独立的自己
観）。相互協調的自己観を持つ文化では、人間関係の調和や集団内での責任や義務が重んじられ
るため、相手に対して控えめな態度をとることがあるが、そこには自分の本心を我慢することや
自分に自信をもたないようにする自己卑下的な要素が含まれる可能性がある。一方、相互独立的
自己観を持つ文化では個人の目標を達成することが、集団における責任などよりも重視される
ため、控えめな態度の根底にも自己高揚的な要素が含まれる可能性がある。以上のことから、日
本人の控えめな態度には我慢や自己卑下の要素が含まれるため、アメリカとは異なる結果が得
られたと考えられる。 
 
 



表 1．日本とアメリカにおける Relational Humility Scaleと他の指標の相関係数 

 Global Humility Superiority Accurate View of Self 

ポジティブ感情 -.17** 

.31 
.17** 
.16** 

.24** 

.38** 

ネガティブ感情 .04 
-.01 

.21** 

.24** 
-.06 
-.05 

WHO-5 -.25** 
.32 

-.09* 
.17** 

.32** 

.37** 

K-10 .12** 

.10 
.22** 
.15** 

-.15** 
.02 

RSE -.17** 
.40 

.13** 

.17** 
.26** 
.46** 

Note. 上段：日本人サンプル、下段：アメリカ人サンプル 
** p < .01, * p < .05 
 
（3）総括と今後の展望 
本研究課題では、上記に示した 2件の研究をとおして、①競技者において謙虚さは求められる
場面とそうでない場面が存在するということ、②謙虚さの指標としてHumilityをとりあげたが、
文化差が存在し、Humility を謙虚さの指標とすることは難しいことが明らかとなった。今後は、
自己卑下の要素に注目しつつ、Humilityと謙虚さの違いを明確にし、あらためて、競技者に求め
られる謙虚さを測定する尺度の開発や謙虚さが陰の側面の解決や成熟にどのように関連するの
か検討する必要がある。 
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